
九
九

『
論
語
義
疏
』
に
つ
い
て
は
二
〇
二
〇
年
十
⺼
、
東
京
丸
の
內

丸
善
本
店
四
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
「
第
三
十
二
回
慶
應
義
塾

図
書
館
貴
重
書
展
示
会
」
が
開
催
さ
れ
、「
中
国
六
世
紀
写
本
の

出
現（

（
（

」
と
い
う
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
の
で
、
多
く
の
方
が
認
識

を
改
め
て
い
る
一
本
か
と
思
う
。

髙
田
氏
の
著
書
は
二
〇
一
五
年
五
⺼
一
日
に
出
版
さ
れ
て
い
る

の
で
、
七
年
経
過
し
て
い
る
が
そ
の
価
値
は
色
あ
せ
る
こ
と
な
く
、

『
論
語
義
疏
』
の
研
究
史
の
上
に
君
臨
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

目
次
を
一
見
す
れ
ば
そ
の
內
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

『
論
語
義
疏
』
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
そ
の
受
容
に
関
す
る
情
報

は
す
べ
て
網
羅
さ
れ
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
の
よ
う
な

門
外
漢
が
読
む
に
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
內
容
で
あ
る
。
特

に
序
章
、
第
一
章
、
第
二
章
を
読
む
段
階
で
煩
瑣
に
感
じ
ら
れ
る

箇
所
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
私
の
浅
学
の
た
め
で
あ
る
。

一
読
し
た
後
で
振
り
﨤
る
と
序
章
で
は
、
副
タ
イ
ト
ル
に
な
っ

て
い
る
「
先
行
研
究
の
整
理
と
本
書
の
分
析
視
⻆
」
が
余
す
と
こ

ろ
な
く
論
述
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
特
に
先
行
研
究
の
対

𧰼
を
足
利
衍
述
氏
、
內
野
熊
一
郎
氏
、
阿
部
隆
一
氏
、
和
島
芳
男

氏
、
高
橋
智
氏
と
時
代
も
分
野
も
広
く
考
察
さ
れ
、
先
学
の
述
べ

る
と
こ
ろ
を
紹
介
し
、
不
充
分
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
は
感

書
評
・
新
刊
紹
介

髙
田
宗
平
著
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』

淸　
　

水　
　

浩　
　

子



髙
田
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平
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『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』

一
〇
〇

心
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、「
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
の
研
究
」
に

つ
い
て
は
第
一
期
に
武
內
義
雄
・
長
澤
規
矩
也
、
第
二
期
に
高
橋

均
・
山
口
謡
司
、
第
三
期
に
影
山
輝
國
の
諸
氏
を
挙
げ
て
そ
の
長

短
を
示
し
、
文
献
学
的
な
問
題
点
を
四
項
目
挙
げ（

（
（

、
次
に
、
そ
の

解
決
法
を
三
項
目
挙
げ（

（
（

、
さ
ら
に
必
要
な
の
は
太
田
昌
三
氏
が
漢

籍
史
の
研
究
に
は
「
先
づ
、
ど
の
や
う
な
・
ど
こ
の
漢
籍
が
い
つ

ご
ろ
日
本
に
伝
来
し
て
我
が
国
に
た
し
か
に
存
在
し
世
に
流
布
通

行
し
て
ゐ
た
か
を
朙
確
に
し
て
置
く
こ
と
こ
そ
第
一
に
必
要
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
、
更
に
髙
田
氏
自
身
の
「
誰
（
い
か

な
る
階
層
）
が
受
容
し
た
か
」
を
加
え
る
こ
と
で
「
漢
籍
受
容
史
」

が
新
た
に
構
築
さ
れ
る
と
し
、
こ
れ
を
『
論
語
義
疏
』
に
当
て
は

め
て
、
議
論
を
行
な
う
こ
と
を
表
朙
す
る
。
そ
の
內
容
は
「（
一
）

『
論
語
義
疏
』
を
含
む
如
何
な
る
『
論
語
』
註
釈
書
が
受
容
さ
れ

た
か
。（
二
）
い
つ
頃
に
日
本
に
『
論
語
義
疏
』
が
伝
来
し
た
か
。

（
三
）
誰
が
『
論
語
義
疏
』
を
受
容
し
た
か
、
な
い
し
は
如
何
な

る
階
層
が
受
容
し
た
か
。（
四
）
受
容
さ
れ
た
『
論
語
義
疏
』
は

如
何
な
る
性
格
で
あ
る
か
。」
で
あ
る
と
す
る
。

（
一
）
か
ら
（
四
）
を
究
朙
す
る
に
は
、（
Ａ
）
日
本
古
代
典
籍

か
ら
『
論
語
義
疏
』
の
引
用
文
辞
を
捜
索
し
、
そ
の
性
格
を
解
釈

す
る
、（
Ｂ
）『
論
語
義
疏
』
を
引
く
古
代
典
籍
の
性
格
、
成
立
時

期
、
及
び
撰
者
の
周
辺
の
人
的
関
係
を
追
究
す
る
、（
Ｃ
）
古
代

の
蔵
書
目
録
か
ら
『
論
語
義
疏
』
を
捜
索
す
る
、（
Ｄ
）
古
代
の

古
記
録
か
ら
『
論
語
義
疏
』
受
容
の
事
跡
を
渉
猟
す
る
必
要
が
あ

る
と
す
る
。

髙
田
氏
は
、（
Ａ
）
に
つ
い
て
第
一
章
か
ら
第
四
章
で
（
Ｂ
）

～
（
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
第
五
章
で
各
々
分
析
・
検
討
し
、
日
本
に

於
け
る
『
論
語
義
疏
』
受
容
の
諸
相
の
解
朙
を
企
図
し
て
い
る
。

そ
し
て
、「（
Ａ
）
～
（
Ｄ
）
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
古

代
に
於
け
る
『
論
語
義
疏
』
の
受
容
が
歴
史
的
に
解
朙
さ
れ
、
そ

の
具
体
相
が
闡
朙
さ
れ
る（

（
（

。」
と
す
る
。
以
下
に
一
章
か
ら
內
容

を
検
討
し
た
い
。

第
一
章
で
は
先
ず
、
テ
キ
ス
ト
選
定
の
問
題
を
議
論
し
た
上
で
、

『
令
集
解
』
諸
本
に
引
用
さ
れ
る
『
論
語
義
疏
』
が
十
三
条
あ
る

こ
と
を
示
し
、
そ
の
う
ち
「
五
常
」
に
関
す
る
四
条
か
ら
考
察
が

始
め
ら
れ
る
。
特
に
「
智
と
知
」、「
受
と
愛
」、「
掌
と
常（

（
（

」
の
字

体
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
が
い
ず
れ
も
「
誤
写
、
あ
る
い
は
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〇
一

筆
写
体
が
近
似
し
て
い
る
た
め
の
誤
写
か
」
と
結
論
が
出
さ
れ
る
。

検
討
結
果
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

〔
校
異
〕

田
中
本

鷹
司
家
本

淸
家
本

紅
葉
山
文
庫
本

東
山
御
文
庫
本

知

智

智

智

智

受

愛

愛

愛

愛

掌

掌

常
也

掌

掌

掌

「
掌
と
常
」
に
つ
い
て
は
註（
5
）に
記
述
し
た
よ
う
に
『
淸
家
本
』

で
は
「
掌
」
に
つ
い
て
は
校
異
註
が
施
さ
れ
「
常
也
」
と
あ
る
こ

と
の
指
摘
が
あ
り
、「
本
来
は
「
常
」
と
あ
る
べ
き
も
の
と
推
定

さ
れ
る
」
と
す
る
。
な
ぜ
「
掌
」
が
「
常
」
で
あ
る
と
推
定
す
る

の
か
髙
田
氏
の
言
葉
で
說
朙
が
あ
る
と
よ
か
っ
た
か
と
考
え
る
。

他
の
文
字
の
検
討
は
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。「
五
氣
」
に
つ
い

て
の
記
述
は
時
代
が
下
る
と
「
五
常
」
と
記
載
さ
れ
る
と
い
う
点

に
つ
い
て
、「
む
す
び
に（

（
（

」
で
「
中
世
へ
の
社
会
体
制
の
変
化
や
、

そ
れ
に
対
応
す
る
思
想
上
の
転
換
な
ど
の
要
因
が
想
定
さ
れ
る
」

と
あ
る
の
み
で
、
結
論
は
第
三
章
に
述
べ
ら
れ
る
。

次
に
第
二
章
の
『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
論
語
義
疏
』
の
性
格

に
つ
い
て
、
金
沢
文
庫
本
や
天
理
本
の
ほ
か
に
身
延
文
庫
本
の
江

戶
写
本
に
価
値
を
お
い
て
論
じ
て
い
る
。「
む
す
び
に
」
で
は
身

延
文
庫
本
を
「
今
後
、
金
沢
文
庫
本
と
は
別
系
統
の
写
本
と
し
て

参
照
す
べ
き
写
本
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
の
点
は
今
後
さ
ら
に
考

察
を
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
。
ま
た
、『
和
漢
朗
詠
集

略
抄
』
所
引
『
義
疏
』
と
の
共
通
の
節
略
の
指
摘
は
髙
田
氏
も
述

べ
る
よ
う
に
「
日
本
古
代
史
・
中
世
に
お
け
る
漢
籍
受
容
研
究
の

重
要
な
手
が
か
り
と
な
り
得
る
と
思
わ
れ
る（

（
（

」
の
で
、
大
い
に
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
三
章
は
『
政
治
要
略
』
所
引　
『
論
語
義
疏
』
の
性
格
に
つ

い
て
、
第
一
章
を
受
け
て
の
議
論
で
あ
る
。『
令
集
解
』
所
引
の

『
義
疏
』
は
唐
鈔
本
に
由
来
す
る
が
、
唐
鈔
本
で
あ
る
敦
煌
本

『
論
語
疏
』
と
の
閒
に
は
多
く
の
異
同
が
あ
り
、
唐
代
に
は
『
令

集
解
』
所
引
の
『
義
疏
』
に
近
い
テ
キ
ス
ト
と
、
敦
煌
本
『
論
語

疏
』
系
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
証
朙
す
る
に
は
日

本
古
典
籍
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
を
旧
鈔
本
『
義
疏
』、
敦
煌
本
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田
宗
平
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史
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一
〇
二

『
論
語
疏
』
と
比
較
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
平
安
時
代
中

期
に
撰
せ
ら
れ
た
『
政
治
要
略
』
に
引
用
さ
れ
る
『
義
疏
』
の
性

格
を
考
察
す
る
と
す
る
。
第
一
節
で
は
多
数
伝
存
す
る
写
本
の
中

か
ら
福
田
文
庫
所
蔵
の
『
政
治
要
略
』
を
選
定
し
て
底
本
と
し
た

い
き
さ
つ
が
述
べ
ら
れ
た
後
、
形
状
や
本
文
款
式
、
外
題
、
內
題
、

尾
第
、
奥
書
、
印
記
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、
さ
ら
に
比
較
検
討
や
校

勘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
文
字
の
校
勘
は
表
な
ど
を
使
用
し
て
整
理

し
た
方
が
分
か
り
や
す
い
か
と
思
う
。

ま
た
、「
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
『
政
治
要
略
』
所
引
『
義

疏
』・『
小
野
宮
年
中
行
事
裏
書
』
所
引
『
義
疏
』・
旧
鈔
本
『
義

疏
』
に
対
し
、
本
文
系
統
に
独
自
性
が
窺
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
第
一
章
の
結
論
と
一
致
し
て
い
る（

（
（

こ
と
を
述
べ
、

新
た
な
三
つ
の
問
題
を
提
起
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
で

は
詳
し
く
述
べ
な
い
の
で
本
著
の
二
七
二
頁
か
ら
二
七
四
頁
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
第
一
章
と
関
連
す
る
問
題
、

「
五
氣
」
と
「
五
常
」
の
問
題
で
あ
る
が
、
第
一
章
で
は
「
五
氣
」

の
グ
ル
ー
プ
は
鐮
倉
時
代
初
期
頃
ま
で
に
成
立
し
た
典
籍
に
引
用

さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
五
常
」
の
グ
ル
ー
プ
は
鐮
倉
時
代
中

期
以
降
成
立
な
い
し
書
写
さ
れ
た
典
籍
諸
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る（

（
（

と
い
う
結
論
を
得
て
い
た
が
、
第
三
章
の
結
論
は
「
祖
本
は
平
安

時
代
の
テ
キ
ス
ト
、
す
な
わ
ち
「
五
氣
」
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る

テ
キ
ス
ト
か
ら
伝写

さ
れ
『
論
語
集
解
』
裏
書
が
な
っ
た
と
推
察

さ
れ
る
」（

（1
（

と
い
う
こ
と
で（

（1
（

あ
り
、
第
一
章
で
得
た
「
五
氣
」
と

「
五
常
」
の
記
載
の
違
い
だ
け
で
は
テ
キ
ス
ト
の
時
代
を
決
定
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
章
は
「『
令
義
解
』「
上
令
義
解
表
」・
註
釈
所
引
『
論
語

義
疏
』
の
性
格
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、「
写
本
に
た
ち
か

え
っ
て
、「
上
奏
文
」
註
釈
に
引
用
さ
れ
る
『
義
疏
』
の
性
格
や

本
文
系
統
の
考
察
」
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
詳
細
な
議
論
は
本
文

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
「
む
す
び
に
」
に
お
い
て

『
義
解
』「
上
奏
文
」
註
釈
所
引
『
義
疏
』
の
性
格
は
、
第
一

章
か
ら
第
三
章
ま
で
で
朙
ら
か
に
し
た
『
令
集
解
』
所
引

『
義
疏
』、『
弘
決
外
典
鈔
』
所
引
『
義
疏
』、『
政
治
要
略
』

所
引
『
義
疏
』
の
性
格
と
一
致
す
る
。

と
結
論
さ
れ
る
。

第
五
章
で
は
「
日
本
古
代
に
於
け
る
『
論
語
義
疏
』
受
容
の
変
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〇
三

迁
」
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。「
は
じ
め
に（

（1
（

」
で
ま
ず
、「
第

一
章
か
ら
第
四
章
を
通
じ
て
、
日
本
古
代
典
籍
に
引
く
『
論
語
義

疏
』
と
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
を
比
較
検
討
し
、
考
察
を
行
っ
て

き
た
結
果
、
①
日
本
古
代
典
籍
に
引
く
『
論
語
義
疏
』
と
室
町
時

代
書
写
の
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
は
と
も
に
唐
鈔
本
に
由
来
す
る

本
文
を
有
し
て
い
る
が
、
旧
鈔
本
『
論
語
義
疏
』
に
比
し
て
日
本

古
典
籍
所
引
『
論
語
義
疏
』、
す
な
わ
ち
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時

代
に
流
布
流
行
し
て
い
た
『
論
語
義
疏
』
の
方
が
、
よ
り
旧
態
遺

存
し
て
い
る
こ
と
、
②
敦
煌
本
『
論
語
疏
』
は
我
が
国
に
伝
来
し

た
『
論
語
義
疏
』
に
比
し
て
、
特
異
な
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と

な
ど
を
朙
か
し
た
。」
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
結
論
を
下
す
。

一
、�

皇
侃
の
『
論
語
義
疏
』
は
天
平
一
〇
年
（
七
三
八
）
頃
に
は

旣
に
日
本
に
伝
来
し
て
お
り
、
奈
良
・
平
安
時
代
を
通
じ
て
、

親
王
・
上
級
貴
族
・
中
下
級
の
官
人
・
釈
家
に
受
容
さ
れ
、

広
範
に
浸
透
。

二
、�

下
級
官
人
た
る
朙
法
官
人
に
よ
っ
て
律
令
解
釈
の
た
め
、

『
論
語
義
疏
』
が
利
用
さ
れ
、
ま
た
九
世
紀
後
半
に
は
中
級
官

人
の
三
善
淸
行
が
詩
「
仲
春
釈
奠
講
倫
語
賦
有
如
朙
珠
幷
序
」

の
序
の
文
餝
に
利
用
。

三
、�

一
〇
世
紀
初
頭
、
中
級
官
人
の
菅
原
淳
茂
が
「
鳥
獣
言
語
対

策
」
の
作
成
に
、
同
世
紀
後
半
で
は
中
級
官
人
の
源
順
が
詩

「
夏
日
陪
右
親
衛
源
将
軍
初
読
論
語
各
分
一
字
」
の
序
の
文

餝
に
利
用
。

四
、�

一
〇
世
紀
末
～
一
一
世
紀
初
頭
に
於
い
て
は
皇
胤
で
あ
る
具

平
親
王
が
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
講
究
の
た
め
に
利
用
。

五
、�

一
一
世
紀
歬
半
で
は
、
中
級
官
人
の
朙
法
愽
士
惟
宗
允
亮
が

朝
儀
・
吏
務
の
先
例
を
朙
ら
か
に
す
る
た
め
、
上
流
貴
族
の

右
大
臣
藤
原
実
資
（
小
野
宮
家
）
が
有
職
故
実
の
理
解
の
た

め
に
利
用
。

六
、�

釈
家
で
は
、
九
世
紀
に
は
空
海
、
一
〇
世
紀
後
半
で
法
相
宗

興
福
寺
の
中
算
が
『
論
語
義
疏
』
を
そ
れ
ぞ
れ
利
用
し
て
い

た
が
、
一
一
世
紀
後
半
に
至
る
と
、
外
典
講
究
に
利
用
。

七
、�

一
二
世
紀
歬
半
で
は
上
流
貴
族
た
る
摂
関
家
の
藤
原
頼
長
が

漢
籍
を
講
読
し
た
中
に
『
論
語
義
疏
』
が
あ
る
。

八
、�
一
二
世
紀
中
葉
で
は
中
級
官
人
で
あ
る
文
章
愽
士
世
襲
氏
族

日
野
流
の
藤
原
資
長
が
年
号
勘
文
に
、
一
二
世
紀
後
半
か
ら



髙
田
宗
平
著
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』

一
〇
四

一
三
世
紀
初
頭
で
は
「
日
記
の
家
」
で
あ
り
、
中
級
官
人
の

平
基
親
が
『
徃
生
要
集
外
典
鈔
』
に
『
論
語
義
疏
』
を
利
用
。

こ
の
結
論
こ
そ
、
髙
田
氏
の
目
指
し
た
「「
誰
（
い
か
な
る
階
層
）

が
受
容
し
た
か
」
を
加
え
る
こ
と
で
「
漢
籍
受
容
史
」
が
新
た
に

構
築
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、『
論
語
』
の
註
釈
書
は
羪
老
学
令
で
は
『
論
語
鄭

玄
註
』
並
び
に
何
晏
の
『
論
語
集
解
』
が
必
須
の
敎
授
書
目
で
あ

る
中
、
実
際
に
は
『
論
語
義
疏
』
も
広
範
に
流
布
通
行
し
、
利
用

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
論
語
鄭
玄
註
』
や
「『
論
語

集
解
』
と
と
も
に
『
論
語
義
疏
』
も
広
範
に
流
布
通
行
し
、
利
用

さ
れ
て
い
た
」
と
述
べ
る
こ
と
が
髙
田
氏
の
第
二
の
目
的
な
の
で

あ
ろ
う
か
。

（
Ａ
５
判
、
四
四
六
頁
、
二
〇
一
五
年
五
⺼
、�

塙
書
房
、
一
四
八
五
〇
円
（
稅
込
））

註（
1
）　

こ
の
展
示
会
の
経
緯
と
斯
衜
文
庫
で
の
『
論
語
義
疏
』

研
究
会
に
つ
い
て
は
「『
論
語
疏
』
中
国
六
世
紀
写
本
の
出

現
」（『
斯
文
』
第
一
三
六
号
・
令
和
三
年
三
⺼
、
斯
文
会
発

行
）
と
し
て
佐
藤
衜
生
氏
が
報
吿
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
一
五
頁

（
3
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
一
六
頁

（
4
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
一
六
頁
～
一

七
頁

（
5
）　
「
掌
と
常
」
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容

史
の
研
究
』
九
四
頁
に
は
「
掌
」
に
つ
い
て
「
本
来
は
「
常
」
と

あ
る
べ
き
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
あ
る
。

（
6
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
一
一
七
頁

（
7
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
二
一
一
頁

（
8
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
二
七
二
頁

（
9
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
二
七
四
頁

（
10
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
二
七
四
頁
～

二
七
五
頁

（
11
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
二
八
六
頁

（
12
）　
『
日
本
古
代
の
『
論
語
義
疏
』
受
容
史
の
研
究
』
三
〇
三
頁




